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第１期 ３月２９日（水）～４月３日（月）６日間
第２期 ４月１０日（月）～４月１５日（土）６日間
第３期 ４月２４日（月）～４月２９日（土）６日間
第４期 ５月６日（土）～５月１１日（木）６日間
第５期 ５月１６日（火）～５月２１日（日）６日間
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英
京都国立博物館研究員（書跡担当）。１９７６年生まれ。龍
谷大学大学院修士課程修了。国際仏教学大学院大学博士
号取得（論文博士）。同大学院大学日本古写経研究所主
任研究員、京都国立博物館アソシエイトフェローを経て、
現職。専門は仏教文献学。山口県下関市・光明寺衆
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京都国立博物館（京都市東山区茶屋町５２７）　
開館は９時～１７時３０分（入館は閉館３０分前まで）。月曜休館。有料駐車場はあるが、できるだ
け公共機関のご利用を。https://www.kyohaku.go.jp/

親鸞 親鸞聖人生誕８５０年特別展

生涯と名宝


